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八
月
二
八
日
～
九
月
一
日
に
か
け
て
、
第
七
回

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
が
東
京
工
業
大

学
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
国
際

会
議
は
、
文
部
科
学
省
の
支
援
を
受
け
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
教
育
院
が
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
や
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
機
関
準
備

委
員
会
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
、
国
内
外
の
関
連

機
関
と
協
力
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
平

成
二
三
年
度
よ
り
毎
年
開
催
し
、
本
学
の
道
場

学
生
の
み
な
ら
ず
、
国
内
外
の
学
生
、
若
手
研

究
者
等
を
招
へ
い
し
て
教
育
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
き
た
。
テ
ー
マ
は
原
子
力
安
全
と
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
保
障
措
置
を
交
互
に
取
り
上
げ
て
き
た
。

今
回
は
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
保
障
措
置
を
テ
ー
マ

と
し
、
一
般
参
加
者
も
含
む
公
開
で
開
催
し
た
。

会
合
に
は
、内
外
か
ら
の
招
へ
い
講
師
が
十
六
名
、

セ
ミ
ナ
ー
学
生
が
十
九
名
、
一
般
か
ら
約
三
〇
名

が
参
加
し
、
マ
ス
コ
ミ
二
社
の
取
材
を
受
け
た
。

　

会
期
前
半
二
日
間
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
国

内
外
の
著
名
な
専
門
家
等
を
講
師
と
し
て
招
き
、

平
和
の
た
め
の
原
子
力
、
将
来
の
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
原
子
力
人
材
育
成
な
ど
に
関
す
る
講

演
会
を
行
い
、
学
生
た
ち
を
中
心
に
活
発
な
質

疑
が
あ
っ
た
。
会
期
後
半
三
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
第
一
線
の
国
内
外
講
師
陣
に
よ
る
核
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
と
保
障
措
置
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、

学
生
た
ち
は
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
主
的

に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
た
後
に
、
講
師
に
対
し

て
活
発
な
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
最
終
日
の
午

後
は
、
学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
参
加
学
生
た

ち
を
中
心
と
し
た
「
若
い
人
た
ち
の
将
来
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
あ
り
方
に
関
し
て

グ
ル
ー
プ
毎
に
自
主
的
に
討
論
を
行
い
、
結
果

を
発
表
し
て
議
論
を
交
わ
し
た
。
筆
者
は
前
半

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
座
長
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
司
会
な

ど
を
担
当
し
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
講
義

や
討
論
等
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
国

際
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
（
本
文
、
写
真
と
も
写
真
中
に

記
載
の
ｕ
ｒ
ｌ
よ
り
）。

　

さ
て
、今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

皇
室
御
用
達
の
日
用
品
等
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。一
八
一
六
年
に
ヨ
ハ
ン・シ
ェ
ー
ル
が
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
高
級
靴
店
シ
ェ
ー
ル
を
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

寺
院
近
く
に
オ
ー
プ
ン
。
そ
の
孫
ル
ド
ル
フ
は
、

フ
ラ
ン
ツ･

ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
な
ど
、
名
だ
た
る

顧
客
の
た
め
の
靴
を
制
作
し
、
一
八
七
八
年
に
は

皇
室
御
用
達
靴
店
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
家

族
経
営
の
老
舗
も
今
で
は
七
代
目
と
な
り
、
伝

統
そ
の
ま
ま
に
紳
士
淑
女
の
た
め
の
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
靴
を
作
り
続
け
て
い
る
。
高
級
専
門
店

が
並
ぶ
グ
ラ
ー
ベ
ン
の
通
り
で
、
長
い
伝
統
を
誇

る
紳
士
服
の
老
舗
ク
ニ
ー
シ
ェ
は
一
八
五
八
年
創

業
。
一
九
世
紀
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
人
々
が

ク
ニ
ー
シ
ェ
の
常
連
客
だ
っ
た
。
一
九
九
二
年
に

は
世
界
初
の
モ
ダ
ン
な
紳
士
服
レ
ー
ベ
ル
と
な

り
、
当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
目
先
の
流

行
を
追
う
こ
と
な
く
、
妥
協
の
無
い
最
高
の
ス
タ

イ
ル
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
中
京
区
六
角
通
富
小
路
に
あ
る
宮
脇

賣
扇
庵（
ば
い
せ
ん
あ
ん
）は
、文
政
六（
一
八
二
三
）

年
創
業
の
京
扇
子
の
老
舗
。
屋
号
は
、
日
本
画

家
・
富
岡
鉄
斎
に
よ
り
賣
扇
桜
と
い
う
京
の
銘

木
に
ち
な
ん
で
命
名
。
代
々
皇
室
に
扇
子
を
納

め
て
き
た
が
、
美
智
子
皇
后
陛
下
が
賣
扇
庵
の

扇
子
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
こ
と
か
ら
関
係
が

深
ま
る
。
店
の
二
階
に
は
、
鉄
斎
、
栖
鳳
な
ど

京
都
画
壇
を
代
表
す
る
巨
匠
四
八
画
伯
に
よ
る

天
井
画
が
あ
る
。
下
京
区
高
倉
通
四
条
の
京
都

島
津
は
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
創
業
の
京
人
形

の
老
舗
。
後
に
禁
裏
御
用
達
の
司
と
な
り
、
五

代
目
当
主･

信
次
は
昭
和
天
皇
御
大
典
の
盛
儀

に
当
っ
て
祭
具
御
用
達
の
名
誉
を
賜
っ
た
。
昭
和

に
入
り
茶
道
具
、
正
月
飾
り
な
ど
を
引
き
継
ぎ
、

そ
し
て
現
在
の
島
津
を
代
表
す
る
ひ
な
人
形
や

五
月
人
形
な
ど
を
扱
う
。
職
司
と
呼
ば
れ
る
名

工
が
匠
の
技
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
。
京
都
で
は

一
般
家
庭
で
も
島
津
の
人
形
が
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
中

は
シ
ェ
ー
ル
も
ク
ニ
ー
シ
ェ
も
そ
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
。
京
都
で
も
島
津
の
人
形
に
は
縁
が
な

か
っ
た
が
、
宮
脇
賣
扇
庵
に
は
最
近
訪
れ
る
機

会
が
あ
っ
た
。
京
都
に
は
京
扇
子
の
店
は
多
い

が
、
店
の
た
た
ず
ま
い
や
天
井
画
の
風
格
な
ど
、

賣
扇
庵
は
別
格
と
感
じ
た
。
両
市
の
皇
室
御
用

達
の
日
用
品
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ

つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
高
級
靴
店

シ
ェ
ー
ル
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
前
京
都
大
学
教
授

　
　

　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォメーション
Tourist Info Vienna

１区 Albertinaplatz/Maysedergasse 角
毎日９時～ 19 時  free WLAN  無料 WiFi

日本語資料（無料）：月刊ウィーン
地図、観光＆ホテル案内 その他パンフ

◎◎ 空港送迎や観光に安心快適なハイヤー予約 ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan.fukuda@gmail.com（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan.fukuda@gmail.com  宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』に「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

http://www.dojo.titech.ac.jp/

公共空間において顔を隠すことを禁止 ブルカ禁止法
2017年10月1日発効

公共の場での着用禁止

違反者は罰金150ユーロ

ベルギーやフランスも同様

許可

条件付き
許可

禁止

公共の場で顔を隠すことを目的と
したものを身に着けることは禁止：
2017 年 10 月１日からオースト
リアでもいわゆる「ブルカ禁止法」
が施行される。イスラム教徒の女
性の衣装で、全身をすっぽり覆い
隠し目元は網状の布などで隠すブ
ルカと、目の部分がわずかに開い
ているニカブを、公共の場で着用
することを禁じ、違反者には最高
150 ユーロの罰金が科される。イ
スラム教徒の女性の衣装でも、髪
と耳と首を覆うが顔は見えるヘッ
ドスカーフ「ヒジャブ（ヘジャブ）」
や、髪と全身を覆うマント「チャ
ドル」は禁止の対象とならない。

禁止対象はブルカとニカブだけでは
ない。顔面も覆うヘルメットや目出
し帽、お面など、顔を認識できない
全ての手段にわたる。ただし、医
学上、健康上、職業上の理由、スポ
ーツ、芸術・文化・伝統的なイベン
ト、パフォーマンスなどで用いる場
合を除く。マフラーで顔を覆った
り、日本ではおかしくなくても外国
では異様に感じられる《マスク》の
着用も、警察官による取り締まりの
対象となる可能性があるので注意が
必要だ。既にフランス、ベルギー、
オランダの全土、ドイツ（バイエル
ン州）とスイスの一部でも、同様の
ブルカ禁止法が存在している。

社会的共存の安全のため

覆面禁止
たとえば


